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各グループにおいて話し合われた内容は、 
次ページ以降に記載しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ａグループ 
空き地の有効活用として、次の２点に軸を置くことにより、子育て世代の方々が活発になり、
外国人との交流も生まれ、団地地区自体が活性化されるのではないか。 

(1) 子育てのために空き地を活用する。 
ア 医大を設置→産科、小児科もあるため子育て世代の方々が安心する。 
イ 観光地→アミューズメントパーク、屋内施設、野外劇場、プール、動物公園、 

カフェなどを設けることで、子ども達も遊べるような環境を整備する。 
(2) インバンドの方を呼び込む 

例えばエコミュージアムで着付けの教室を行い、日本の文化や歴史を教える機会を外国
人に与える。そして、子どもが外国人と接する機会も多くなり、英語を聞く機会も増えて
良いのではないか。今ある北広島市の埋もれがちな資源を活用してくということに繋がる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｂグループ 
(1) 空き地の有効活用について 

ア 北広島団地地区は、高低差があるため、清水寺の様な舞台を作り、そこから絵を描け
るような場所を設けることと、ウォータースライダーを作る。 

イ ドーム型の室内遊園地(運動施設も含む。)を設置し、子どもからお年寄りの方まで、
冬でも楽しめるような施設とする。→健康増進となり、多世代の交流も生まれるのでは
ないか。 

ウ 市が核となる場所で不動産を所有し、賃貸などにより、市民がファミレスやカフェを
営業しやすくするような場所を設けて、子どもやお年寄りが入りやすい場所を作る。 

エ 病院、保育などの送迎サービスがあったり、マイクロバスでも良いので時間を決めて
循環バスがあった方がよい。 

オ 学童クラブを設置し、習い事を有料オプションでプラスし、早朝の時間も対応できる
ようにし、学童クラブを充実させる。習い事の先生については、市内にいる主婦、お年
寄りの方などでスキルを生かしきれていない方で、ピアノ、英語、書道などを教えたい
という方に、無料又は有料で依頼する。そうすれば、先生方にとっても生き甲斐になる
という仕組みである。 

(2) その他 
ア 団地地区内の中央通りの街路樹が素敵なので、そこで冬にイルミネーションをして、

冬の名物にする。 
イ 合併して使わなくなった校舎を、もっと子どものための学童クラブなどの施設にする。

また、空き教室で出張の動物園、水族館、昆虫館などを行えば、休みの日に親が子ども
を連れて楽しめるのではないか。 

ウ 北広島市のキャッチフレーズとして、札幌まで 16 分とされているが、大丸まで 16
分という方が、都心まで 16 分なんだということが、よりわかりやすいのではないか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｃグループ 
空き地の有効活用について、次の２つの施設を作る。 

(1) 昼がカフェで、夜がバーのカフェバー 
(2) 買い物ができる場所、居酒屋、コンサートホールがある複合施設 
２つの共通点は、多世代が交流できる場所が欲しいということである。何かの趣味がなけ

れば交流できないということではなく、特に何もなくても気軽に交流できる場所である。 
具体的に交流してみたい方々→自分の知らない趣味を持っている方や、市外から転入してき
た方など 

東部地区から団地地区に行くというようなこともなかなかない。気軽に寄れるような場所
をもっと沢山作るべき。交流がもっと生まれるのではないか。交流が生まれることで、その
地域に活気が生まれ、団地に住んでいて楽しいという気持ちになってもらう。活気があれば、
市外からの転入者も増え、人口減少などの問題が解決されていくのではないか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｄグループ 
空き地に総合レジャー施設を作る。 

その中には、高齢者向けの住宅、野外のコンサート会場、ショッピングセンター、パーク
ゴルフ場、動物園、運動公園、キャンプ場を作る。 

レジャー施設なので、若い世代が集まり、また、パークゴルフ場もあるためお年寄りの方
も集まり、多世代の交流が生まれるのではないか。 

その結果、地域が活性化し、人を呼ぶ機会や外に出る機会が増えるのではないか。 
 
 


